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津
田
源
右
衛
門
殿

多

賀

左

近

殿

右
の
外
夫
和
三
年
の
由
緒
帳
も
あ
り
。
雨
由
緒
替
に
掠
っ
て
参
考
す

る
に
‘
共
の
祖
先
は
‘
関
東
の
武
士
に

τ姓
は
丹
比
氏
た
り
。
骨
組

室
孫
三
郎
中
国
へ
上
り
、
備
中
園
英
賀
郡
中
棒
井
と
い
ふ
地
千
石
許

領
知
す
。
孫
三
郎
が
父
は
室
大
和
守
と
て
、
尼
子
義
久
に
奉
仕
す
。

大
和
守
夜
後
、
孫
三
郎
義
久
の
子
息
晴
久
に
事
仕
す
。
共
の
頃
尼
子

氏
、
毛
利
家
と
合
織
に
及
び
、
美
作
園
高
聞
の
披
攻
に
孫
三
郎
討
死

す
。
組
父
も
孫
三
郎
と
稀
し
、
尼
子
晴
久
に
奉
仕
す
。
尼
子
氏
滅
亡

の
後
、
字
喜
多
中
納
言
殿
の
一
家
備
前
小
倉
の
城
主
伊
賀
久
隆
の
旗

下
と
成
り
、
慶
長
五
年
開
今
原
合
職
の
時
浪
人
と
成
り
、
寛
永
七
年

十
月
備
中
圏
中
津
井
に
て
夜
す
。
父
玄
朴
は
或
は
玄
ト
と
す
。
江
戸

へ
出
で
盤
者
と
成
り
、
母
は
蜂
須
賀
阿
波
守
殿
家
士
平
野
叉
右
衛
門

娘
也
。
願
鮮
は
、
生
閤
武
議
、
寛
文
十
二
年
二
月
十
八
日
十
四
歳
に

て
前
田
家
へ
被
v
抱
、
臭
小
姓
組
に
て
口
糧
二
十
人
扶
持
賜
は
り
、
貞

享
元
年
十
二
月
十
九
日
百
五
十
石
賜
は
り
、
元
藤
三
年
九
月
廿
六
日

五
十
石
を
加
息
、
二
百
石
賜
は
る
。
同
十
年
四
月
朔
日
組
外
組
と
成

る。

E
徳
元
年
三
月
十
五
日
幕
府
の
儒
士
と
成
り
、
江
戸
駿
河
廷
に

叫
に
官
製
令
脅
威
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邸
地
を
賜
ひ
、
享
保
十
九
年
八
月
十
二
日
七
十
七
裁
に
て
残
し
、
武
一

州
盟
嶋
郡
大
様
村
民
葬
る
と
一
試
ふ
。

。
村
井
盟
後
守
邸
跡

内
議
十
郎
は
.
元
組
盟
後
守
異
績
の
五
世
の
孫
宅
、
後
に
出
雲
親

長
と
稀
し
、
貸
永
六
年
叙
得
し
て
盟
後
守
を
葬
任
す
。
按
守
る
に
、

元
組
盟
後
守
長
額
は
城
内
に
居
住
す
。
有
海
武
貞
の
金
探
細
見
聞
拙
聞

に
‘
三
丸
異
風
稽
古
所
の
地
は
、
村
井
盟
後
守
長
額
の
屋
敷
に
て
、

天
正
十
二
年
末
森
役
の
拘
も
平
く
-
左
右
を
聞
届
け
た
る
哨
あ
り
。

後
は
今
の
椴
現
堂
の
地
に
村
井
氏
居
住
す
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る

に
、
三
登
記
に
、
天
正
十
九
年
十
一
月
利
家
卿
金
棒
へ
下
向
せ
ら
れ
、

共
の
頃
西
，
丸
に
村
井
盟
後
居
て
、
御
戒
を
願
ひ
、
則
被
v
鴛
v
成
。
と
見

h
、
隙
普
銀
民
、
金
津
西
，
丸
に
村
井
盟
後
披
代
し
で
あ
る
頃
、
利
家

卿
京
よ
り
下
向
し
給
ひ
、
八
月
六
日
に
御
成
あ
り
た
る
よ
し
記
蛾

す
。
有
海
永
貞
の
頭
書
に
一
宮
ふ
。
金
棒
披
西
，
丸
初
め
は
村
井
盟
後
今

の
こ
，
丸
の
内
K
居
住
之
由
。
次
第
に
城
内
庚
〈
怠
る
に
付
、
今
の
植

現
堂
の
建
ち
た
る
所
村
井
氏
屋
敷
之
由
。
と
い
へ
り
O

陵
長
の
金
棒

城
固
に
、
権
現
堂
の
地
を
村
井
出
雲
と
記
載
す
。
松
雲
公
夜
話
録
に
、

天
徳
院
殿
御
在
世
の
内
、
金
海
大
火
城
内
焼
失
の
時
、
只
今
御
宮
有
v

之
所
に
、
春
香
院
般
の
御
殿
有
v
之
、
天
徳
院
殿
、
此
の
御
殿
ヘ
立
退

給
ふ
云
々
。
と
あ
る
は
、
元
和
六
年
十
二
月
二
十
四
日
夜
の
事
也
。

春
香
院
殿
は
、
利
家
卿
の
第
七
女
に
し
て
、
鹿
長
十
年
に
村
井
出
雲

長
次
へ
入
奥
し
‘
そ
の
室
家
と
成
給
へ
り
。
長
女
は
長
額
の
嗣
子
也
。

城
内
よ
り
賭
士
械
外
へ
居
住
を
命
ぜ
ら
れ
し
に
付
き
、
長
町
の
邸
地

を
賜
は
り
、
夫
れ
よ
り
世
々
居
住
す
と
い
へ
ど
も
、
明
治
腹
務
の
際

家
屋
を
段
ち
退
去
せ
り
。
然
る
に
明
治
七
年
二
月
士
族
長
谷
川
準

也
・
大
塚
志
良
児
弟
の
稜
意
に

τ.
右
萄
邸
地
に
、
上
野
園
宮
岡
製
糸

場
に
撲
擬
し
、
機
械
遺
制
仰
の
水
車
を
以
て
、
百
人
用
の
製
糸
場
建
築

の
事
を
勝
臨
へ
出
願
し
、
同
年
三
月
許
可
を
得
、
二
百
名
の
枇
中
を

募
り
、
村
井
の
奮
邸
地
を
買
入
れ
、
秋
八
月
に
至
り
建
築
落
成
し
、

諸
機
械
金
備
の
上
開
業
式
を
た
し
、
益
々
奮
鋤
名
聾
を
得
た
る
に
依

り
て
、
明
治
十
一
年
十
月
天
皇
北
陸
道
御
巡
幸
金
津
御
駐
蛍
中
叡
覧

あ
ら
せ
ら
れ
、
護
超
人
長
谷
川
準
也
・
大
坂
志
良
を
御
賀
春
あ
り
。

且
製
糸
・
撚
糸
・
銅
器
の
三
位
へ
金
百
闘
を
下
し
賜
へ
り
。
次
い
で
周

年
十
二
月
願
に
依
っ
て
官
金
二
高
闘
の
拝
借
を
命
ぜ
ら
れ
し
か

E
.

此
の
後
負
債
に
温
は
れ
、
還
に
管
業
を
慶
し
た
り
。

O
村
井
豊
後
守
長
穏
健




